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東大和南
「改革」

東大和南は、個性あふれる選手たちが夏舞台
で躍動するチームだ。昨夏大会後には、前雪谷
部長の西悠介監督が就任し、松岡優介部長と
二人三脚でチーム強化に取り組む。士気高まる
チームは「新・都立の星」を目指していく。

■早稲田実出身の指揮官が就任
　新体制になって約４カ月、チームには変化の
胎動が聞こえていた。西監督は、早稲田実出身。
２学年下には、斎藤佑樹氏（元日本ハム）がいた。
高校３年生のときのチームは春準優勝の第１シー
ドで夏大会を迎えたが、４回戦で工学院大附に
延長で敗れて高校野球を終えている。早実・和
泉実監督の指導から多くを学んだことから、高校
野球指導の道へ進むことを決めた。早大卒業
後に永山、小岩で指揮を執り、前任地・雪谷で
は伊達昌司監督の右腕として部長を務めた。
2024年春に東大和南に異動となり、夏大会後に

監督となった。指揮官は「雪谷では部長として
一歩下がった位置から高校野球を見たことで
視野が広がった。前任の３校での経験を東大
和南の選手たちに伝えていきたい」と寄り添う。
■シード校に勝つためのアプローチ
　チームとして甲子園を目指すには、甲子園を
知らなければいけない。夏休みの関西遠征で
は、甲子園に足を延ばして小松大谷対明豊の試
合を観戦した。新チームが掲げた目標はベスト８
以上。８強進出は、単なる目標ではなく、現実目
標。それをクリアするにはシードクラスを倒さな
ければいけない。西監督は、シードに勝つとい

う意識を植え付けて、そのためのアプローチを
選手と共に考えていった。グラウンド横の掲示
板には、選手全員が個人目標を記入したマン
ダラチャートに加えて、個人成績などを掲示して
データを可視化。個人面談も実施してチーム全
体を把握していった。「トップダウンではなく、選
手たちに多くの資料を提示して考えてもらうこと
が大切。選手たちが本気で勝ちたいと思えば
行動は変わってくる」（西監督）。
■目標数字設定で行動が具体化
　新チームはこの冬にフィジカル強化に取り組
み、虎視眈 と々春・夏の躍進を狙っている。ベス 東大和南・西悠介監督

　「高校時代（早実）に和泉実監督の指導を受けて、都教員として高校野球の指導者になり
たいと思いました。永山、小岩、雪谷での指導経験を東大和南の選手に伝えていきたい。
生徒たちにヒントを伝えながら明確な目標設定を促すことで、成長をサポートしていければ
と考えています」

1986年東京都生まれ。早稲田実―早大。大学卒業後に教員となり永山、小岩監督、雪谷部長を務めて2024年春に東大和南着任、同年
秋から監督。現役時代は投手。早実時代は、２学年下に斎藤佑樹氏（元日本ハム）。

成長をサポートしていきたい

【住所】東京都東大和市桜が丘3-44-8
【創立】1984年　【甲子園歴】なし
玉川上水駅から徒歩５分の距離にある昭和59年
開校の都立高。タレントの山下美月（元乃木坂46）
は東大和南入学（転校）。サッカー、バスケ部など
が都強豪。野球部は2023年夏ベスト16。

東大和南高校

　「投手を中心として守備からリズムを作るチームです。新チーム
始動のときに選手全員がマンダラチャートで具体的な目標を書き
込んでスタートしました。夏ベスト８以上という目標を達成するに
は何が必要なのかを全員で考えていきたいと思います」 機動力４ 守備力３

打力４

投手力５目標設定５
安田水紀 主将
（２年＝中堅手）

主将の
チーム分析

夏ベスト８以上を達成するために

莊司元喜（１年＝一塁手・投手） 中村和寿哉（２年＝捕手）
184センチ97キロのフィジカルを武器に投打に
パワフルなプレーをみせる未完の大器。破壊
力ある１番打者として打線にスイッチを入れる

状況に応じた打撃をみせる４番打者で、
出塁率の高さも特長。キャッチャーとして
投手陣をリードしチームをまとめていく

新たなアプローチで「新・都立の星」へ
 夏ベスト８を達成するために意識変化

江崎将吾（２年）　　髙羽陸仁（２年）
江崎は右サイドから幅を使ったピッチングをみせる変則。髙羽は、
左スリークォーターから緩急をつけて相手のタイミングをズラす。
ダブルエースがゲームを作り、粘り強い戦いをみせていく

ト８を目標に設定するチームは、安田水紀主将
（２年＝外野手）を軸に強度が増している。投手
陣は、江崎将吾（２年）、髙羽陸仁（２年）のダブ
ルエースが感覚をつかみ、どんな相手でもゲー
ムを作れるようになった。秋には早稲田実と練
習試合を行い、好ゲームを演じたことも自信に
なった。打線は、４番の中村和寿哉（２年＝捕手）
を中心に、つながりが生まれてきた。184センチ
97キロの主砲・莊司元喜（１年＝内野手・投手）
は、１年生ながらも絶対的主砲として欠かせな
い存在。西監督の指導のもとで今後はプロ注
目選手に育つ可能性を秘める。チームの成長
を実感する安田主将は「数字で目標を設定する
ことで具体的に行動できるようになった。目の前
の目標をクリアしていって夏ベスト８以上を達成
したい」と意気込む。チーム改革を進める東大
和南が「新・都立の星」と呼ばれる日が来るか
もしれない。
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